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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドッキングステーションと無線により結合され、前記ドッキングステーションから充電
電力を受けるよう構成されるデバイスであって、
　前記ドッキングステーションとの間でデータ信号を受信又は送信することを容易にする
よう構成されるカプラーアンテナと、
　前記データ信号を処理するよう構成される無線通信モジュールと、
　前記カプラーアンテナを前記無線通信モジュールへ結合するフィルタユニットと
　を有し、
　前記フィルタユニットは、前記カプラーアンテナの側から見た入力インピーダンスが前
記ドッキングステーションから前記充電電力を受ける場合及び前記ドッキングステーショ
ンとの間で前記データ信号を受信又は送信する場合の夫々のために適応されるように、前
記無線通信モジュールの入力ポート及び出力ポートの夫々に位置付けられるキャパシタを
有する、デバイス。
【請求項２】
　無線充電ユニットを更に有し、該無線充電ユニットは、
　当該デバイスの底面に位置付けられ、該底面において開口を形成する切り抜きを有し、
受動デバイス電極として構成される導電性シャーシと、
　前記切り抜きの範囲を覆うよう位置付けられる誘電性挿入物と、
　前記誘電性挿入物と一体にされ、能動デバイス電極として構成される導電性プレートと
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　を有し、
　前記能動デバイス電極及び前記受動デバイス電極は、前記充電電力の受電を容易にする
、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記無線通信モジュールは、Ｗｉ－Ｆｉモジュールである、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記フィルタユニットは、前記Ｗｉ－Ｆｉモジュールの入力ポート及び出力ポートの夫
々に位置付けられるデカップリングキャパシタを有する、
　請求項３に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記フィルタユニットは、前記充電電力と前記データ信号とが干渉しないように、前記
データ信号に対して短絡回路として働き、前記充電電力に対しては高インピーダンスを示
すよう構成された高周波フィルタユニットであり、前記無線通信モジュールの入力ポート
及び出力ポートの夫々に位置付けられるデカップリングキャパシタを有する、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記高周波フィルタユニットは、前記カプラーアンテナと他のカプラーアンテナとの間
の結合キャパシタンスに応じて変化する前記データ信号の振幅を制御するよう構成される
アッテネータを含む、
　請求項５に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記充電電力の受電を容易にするよう構成される無線充電ユニットを更に有し、
　前記無線充電ユニット及び前記カプラーアンテナは、単一のユニットを形成するよう一
体にされる、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記無線充電ユニットは、前記カプラーアンテナによって接地プレーンとして用いられ
る導電性プレートを含む、
　請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記無線充電ユニットは、システム接地へ直接接続される導電性シャーシを含む、
　請求項７に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記無線充電ユニットと前記カプラーアンテナとの一体化は、低減された回路面積を有
する接地基準を含む、
　請求項７に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記フィルタユニットは、前記データ信号の連続性を容易にするよう構成されるディス
クリート・バランの組を含む、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項１２】
　当該デバイスは、タブレット、携帯電話機、及びラップトップを含むグループから選択
される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　ドッキングステーションと無線により結合され、前記ドッキングステーションから充電
電力を受けるよう構成される無線ドッキングコンボであって、
　前記ドッキングステーションとの間でデータ信号の受信又は送信することを容易にする
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よう構成されるカプラーアンテナと、
　前記データ信号を処理するよう構成される無線通信モジュールと、
　前記カプラーアンテナを前記無線通信モジュールへ結合するフィルタユニットと
　を有し、
　前記フィルタユニットは、前記カプラーアンテナの側から見た入力インピーダンスが前
記ドッキングステーションから前記充電電力を受ける場合及び前記ドッキングステーショ
ンとの間で前記データ信号を受信又は送信する場合の夫々のために適応されるように、前
記無線通信モジュールの入力ポート及び出力ポートの夫々に位置付けられるキャパシタを
有する、無線ドッキングコンボ。
【請求項１４】
　前記無線通信モジュールは、Ｗｉ－Ｆｉモジュールである、
　請求項１３に記載の無線ドッキングコンボ。
【請求項１５】
　前記充電電力の受電を容易にするよう構成される無線充電ユニットを更に有し、
　前記無線充電ユニット及び前記カプラーアンテナは、当該無線ドッキングコンボを形成
するよう一体にされる、
　請求項１３に記載の無線ドッキングコンボ。
【請求項１６】
　前記無線充電ユニットは、
　当該無線ドッキングコンボの底面に位置付けられ、該底面において開口を形成する切り
抜きを有し、受動デバイス電極として構成される導電性シャーシと、
　前記切り抜きの範囲を覆うよう位置付けられる誘電性挿入物と、
　前記誘電性挿入物と一体にされ、能動デバイス電極として構成される導電性プレートと
　を有し、
　前記能動デバイス電極及び前記受動デバイス電極は、前記充電電力の受電又は送電を容
易にする、
　請求項１５に記載の無線ドッキングコンボ。
【請求項１７】
　前記無線充電ユニットは、前記カプラーアンテナによって接地プレーンとして用いられ
る導電性プレートを含む、
　請求項１５に記載の無線ドッキングコンボ。
【請求項１８】
　前記無線充電ユニットは、システム接地へ直接接続される導電性シャーシを含む、
　請求項１５に記載の無線ドッキングコンボ。
【請求項１９】
　前記フィルタユニットは、前記カプラーアンテナを前記無線通信モジュールへ結合する
高周波フィルタユニットであり、該高周波フィルタユニットは、前記充電電力と前記デー
タ信号とが干渉しないように、前記データ信号に対して短絡回路として働き、前記充電電
力に対しては高インピーダンスを示すよう構成され、前記無線通信モジュールの入力ポー
ト及び出力ポートの夫々に位置付けられるデカップリングキャパシタを有する、
　請求項１３に記載の無線ドッキングコンボ。
【請求項２０】
　前記高周波フィルタユニットは、前記カプラーアンテナと他のカプラーアンテナとの間
の結合キャパシタンスに応じて変化する前記データ信号の強さを制御するよう構成される
アッテネータを含む、
　請求項１９に記載の無線ドッキングコンボ。
【請求項２１】
　前記フィルタユニットは、前記データ信号の連続性を容易にするよう構成されるディス
クリート・バランの組を含む、
　請求項１３に記載の無線ドッキングコンボ。
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【請求項２２】
　当該無線ドッキングコンボは、タブレット、携帯電話機、又はラップトップのコンポー
ネントである、
　請求項１３に記載の無線ドッキングコンボ。
【請求項２３】
　ドッキングステーションとの間の無線充電及びワイヤレス・コネクティビティを可能に
するコンボをデバイスにおいて実装する方法であって、
　前記ドッキングステーションとの間でカプラーアンテナを通じてデータ信号を受信又は
送信するステップと、
　前記ドッキングステーションから無線充電ユニットを通じて無線充電電力を受けるステ
ップと、
　前記データ信号を処理するよう構成される無線通信モジュールの入力ポート及び出力ポ
ートの夫々に位置付けられるキャパシタを有し、前記カプラーアンテナを前記無線通信モ
ジュールへ結合するフィルタを用いて、前記カプラーアンテナの側から見た入力インピー
ダンスが前記ドッキングステーションから前記無線充電電力を受ける場合及び前記ドッキ
ングステーションとの間で前記データ信号を受信又は送信する場合の夫々のために適応さ
れるようにするステップと
　を有する方法。
【請求項２４】
　前記データ信号の受信又は送信は、前記カプラーアンテナと他のカプラーアンテナとの
間の結合キャパシタンスに応じて変化する前記データ信号の強さを制御するよう構成され
るアッテネータを使用することを含む、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記キャパシタは、前記データ信号を処理するよう構成されるＷｉ－Ｆｉモジュールの
入力ポート及び出力ポートの夫々に位置付けられる、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記データ信号は、高周波データ信号を含み、前記無線充電電力は、低周波無線充電電
力を含む、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　前記無線充電ユニット及び前記カプラーアンテナは、単一のユニットを形成するよう一
体にされる、
　請求項２３に記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　ドッキングステーション構成は、例えば、モニタ、キーボード、マウス、外付けハード
ドライブ、ウェブカム、等のような周辺機器を、例えば、ラップトップコンピュータのよ
うなデバイスへ接続する方法を提供し得る。例えば、携帯電話機、タブレット、等のよう
な多種多様なデバイスが、それらの周辺機器への便利な接続を提供するようドッキングさ
れ得る。
【０００２】
　ドッキングステーション構成は、デバイスに対する無線充電及びワイヤレス・コネクテ
ィビティを容易にし得る。例えば、無線充電は、ドッキングステーションからデバイスへ
の電力伝送を通じて実施され得る。無線電力伝送は、例えば、デバイス及びドッキングス
テーションにおいて設置又は実装される電極の組を必要とし得る。他方で、ワイヤレス・
コネクティビティは、デバイス及びドッキングステーションにおいて設置される追加のカ
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プラーアンテナを必要とし得る。
【０００３】
　より小さく且つより薄いデバイスによれば、電極の組及びカプラーアンテナの設置又は
実装は、そのようなデバイス内の空間の利用可能性によって物理的に制限される。例えば
、より薄いデバイスに電極の組を組み込むために、そのような組み込みは、その全体の構
造に不必要な厚みサイズを加えることができない。更には、デバイスにおけるカプラーア
ンテナ及び電極の組の組み込みは、ワイヤレス・コネクティビティに対する干渉を生成し
、且つ、無線充電の効率に影響を及ぼし得る。
【０００４】
　然るに、そのようなデバイスへの電極の組及びカプラーアンテナの有効な組み込みを可
能にする解決法が望ましい。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】例となるドッキングステーション構成を表す。
【図２】デバイスとドッキングステーションとの間の無線充電及びワイヤレス・コネクテ
ィビティを実施する例となるシナリオを表す。
【図３】デバイスにおける無線充電ユニット及び内蔵カプラーアンテナの例となる構造を
表す。
【図４】デバイスの無線充電を実施する例となるシステムブロック図を表す。
【図５】デバイスの無線充電を実施するシステムブロック図の例となる等価回路を表す。
【図６】ワイヤレス・コネクティビティ動作の間のカプラーアンテナの例となる構造及び
電気的特性を表す。
【図７】無線充電ユニット及びカプラーアンテナに基づく無線ドッキングコンボの例とな
る略図を表す。
【図８】無線充電電力信号からデータ信号を離す試作基板の例示を示す。
【図９】ドッキング側での無線ドッキングコンボの例となるシステムレベルのブロック図
を表す。
【図１０】デバイス側での無線ドッキングコンボの例となるシステムレベルのブロック図
を表す。
【図１１】デバイスにおいて無線充電及びワイヤレス・コネクティビティを実装する例と
なる方法を表す例となるプロセスチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　以下の詳細な説明は、添付の図面を参照して与えられる。図において、参照符号の最左
の数字は、通常、参照符号が最初に現れる図を特定する。異なる図における同じ参照符号
の使用は、類似した又は同一の項目を示す。
【０００７】
　本明細書は、デバイスにおいて無線充電及びワイヤレス・コネクティビティを実装する
１つ以上のシステム、装置、方法、等を開示する。例えば、デバイスは、無線充電及びワ
イヤレス・コネクティビティを実装するために夫々無線充電ユニット及びカプラーアンテ
ナを用いる。この例では、カプラーアンテナは、無線充電ユニットと一体にされてよい。
一体化は、例えば、無線充電によってワイヤレス・コネクティビティに与えられ得る干渉
を最小限にする。
【０００８】
　例となる実施において、デバイスは、その基部において無線充電ユニットを有する。無
線充電ユニットは、例えば、ドッキングステーションのような他のデバイスから充電電力
を受けるために用いられる。この例では、無線充電ユニットは、ドッキングステーション
のドッキング面に設置されている容量性充電器コンポーネントと対にされる。
【０００９】
　無線充電ユニットと容量性充電器コンポーネントとの間の最近接（すなわち、対になっ
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ている間）は、容量性結合を通じた充電電力の伝送を容易にし得る。例えば、デバイスは
、その無線充電ユニットを通じて、容量性充電器コンポーネントによって生成される充電
電力を受けてよい。容量性結合を通じた充電は、例えば、位置フレキシビリティ、高電力
伝送、高伝送効率、及びデバイスの高さ増大なしといった固有の特性を提供し得る。
【００１０】
　例となる実施において、無線充電ユニットは、受動デバイス電極として働くよう構成さ
れる導電性シャーシ（例えば、金属シャーシ）を有する。この実施では、導電性シャーシ
は、切り抜きを含み、該切り抜きは、導電性シャーシの平面に沿って開口を形成する。次
いで、切り抜きは、誘電性挿入物により覆われる。誘電性挿入物は、無線充電ユニットを
、特に受動デバイス電極を、能動デバイス電極から絶縁するために使用される。
【００１１】
　誘電性挿入物は、例えば、機械的な強さを切り抜きに与えるプラスチック材料を有する
。例となる実施において、導電性プレートは、誘電性挿入物と一体にされる。例えば、導
電性プレートは、誘電性挿入物に実装又は積層される能動デバイス電極として働くよう構
成される。この例では、受動デバイス電極と能動デバイス電極との組み合わせは、容量性
無線充電電力の受電を容易にする。
【００１２】
　ここでの本実施の例として、カプラーアンテナは、無線ドッキングコンボを形成するよ
う無線充電ユニットに一体にされる。この無線ドッキングコンボでは、カプラーアンテナ
は、データ信号の受信又は送信を容易にする。他方で、無線充電ユニットは、ドッキング
ステーションから別に充電電力を受ける。言い換えると、カプラーアンテナ及び無線充電
ユニットは、別個の信号に対して動作する。例えば、データ信号は、ワイヤレス・コネク
ティビティの間にワイヤレス・フィデリティ（Ｗｉ－Ｆｉ）モジュールによって受信され
て処理され、一方で、充電電力は、無線充電ユニットによって受電されて処理される。
【００１３】
　無線ドッキングコンボは、無線充電信号とワイヤレス・コネクティビティのデータ信号
とを分けるべきである。容量性無線充電電力がデータ信号と干渉しないよう、高周波フィ
ルタ（例えば、デカップリングキャパシタ、アッテネータ、等）が、カプラーアンテナを
Ｗｉ－Ｆｉモジュールに結合するために用いられてよい。例えば、高周波フィルタは、デ
ータ信号に対する短絡回路として働き、一方で、それは、高インピーダンスを容量性無線
充電電力に与える。この例では、デカップリングキャパシタは、無線充電効率を保つよう
、無線ドッキングコンボにおいてキャパシタンス低減を更に与えることができる。更には
、無線ドッキングコンボによって導入される更なるキャパシタンスを防ぐよう、接地基準
の回路面積は削減される。例えば、接地基準は、無線充電ユニットにおいて能動デバイス
電極と同じ電位を持つ回路面積を含む。
【００１４】
　図１は、ドッキングステーションを通じて周辺機器と接続するデバイス（例えば、無線
デバイス）を示す、例となるドッキングステーション構成１００を表す。図１は、例えば
、無線デバイス１０２、周辺機器１０４、ドッキングステーション１０６、及び有線リン
ク１０８を含む。ある実施において、有線リンク１０８は、ドッキングステーションから
各周辺機器への多重リンクである。周辺機器１０４は、例えば、モニタ１０４－２、キー
ボード１０４－４、及びマウス１０４－６を有する。周辺機器のリストは、制限的ではな
く、他の周辺機器は、外付けハードドライブ、ウェブカム、等を含んでよいことが理解さ
れる。
【００１５】
　無線デバイス１０２は、周辺機器１０４との無線通信を確立するためにドッキングステ
ーション１０６を用いる。例えば、無線デバイス１０２は、モニタ１０４－２を外付け無
線ディスプレイ（すなわち、Ｗｉ－Ｄｉ）として使用している。この例では、無線デバイ
ス１０２は、モニタ１０４－２を用いるために、ドッキングステーション１０６と近接近
して（例えば、数ミリメートル）位置付けられる。ドッキングステーション１０６は、こ
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こでは、有線リンク１０８を通じてモニタ１０４－２へ接続される。他方で、無線デバイ
ス１０２とドッキングステーション１０６との間のワイヤレス・コネクティビティは、そ
れらの夫々のカプラーアンテナ（図示せず。）を通じて実施される。
【００１６】
　他のシナリオでは、無線デバイス１０２は、無線充電のためにドッキングステーション
１０６を用いる。例えば、無線デバイス１０２は、ドッキングステーション１０６からの
容量性無線電力伝送を受けるよう構成される無線充電ユニット（図示せず。）を有する。
この例では、容量性無線電力伝送は、無線充電ユニットとドッキングステーション１０６
の容量性充電器コンポーネント（図示せず。）との間の電気的影響を通じて実施される。
【００１７】
　実施において、無線充電ユニットは、無線デバイス１０２の底面又は基部に位置付けら
れるデバイス電極（すなわち、能動及び受動電極）の組を有する。この電極の組は、例え
ば、ドッキングステーション１０６の表平面（すなわち、ドッキング面）に位置付けられ
る容量性充電器コンポーネントと対にされる。表平面は、例えば、無線デバイス１０２が
通常はドッキング動作の間に着地している範囲を含む。
【００１８】
　実施において、無線デバイス１０２は、タブレットコンピュータ、ネットブックコンピ
ュータ、ノートブックコンピュータ、ラップトップコンピュータ、携帯電話機、セルラー
電話機、スマートフォン、パーソナルデジタルアシスタント、マルチメディア再生デバイ
ス、デジタル音楽プレイヤー、デジタルビデオプレイヤー、ナビゲーションデバイス、デ
ジタルカメラ、及び同様のものを含んでよいが、それらに限られない。
【００１９】
　同様に、周辺機器１０４は、インプット、アウトプット、又はストレージ周辺機器１０
４を含んでよいが、それらに限られない。インプット周辺機器１０４は、例えば、キーボ
ード１０４－４、マウス１０４－６、又はウェブカム（図示せず。）等を通じて、ユーザ
から無線デバイス１０２へ入力を与えてよい。アウトプット周辺機器１０４は、例えば、
モニタ１０４－２又はプリンタ（図示せず。）のように、ユーザに出力を与えてよい。ス
トレージ周辺機器１０４は、例えば、ハードドライブ（図示せず。）又はフラッシュドラ
イブ（図示せず。）を通じて、コンピューティングセッションどうしの間でデータ（図示
せず。）を記憶してよい。
【００２０】
　図２は、無線デバイス１０２とドッキングステーション１０６との間で無線充電及びワ
イヤレス・コネクティビティを実施する、例となるシナリオを表す。
【００２１】
　示されるように、図２は、無線充電ユニット２００を備える無線デバイス１０２と、容
量性充電器コンポーネント２０２を実装されたドッキングステーション１０６とを表す。
加えて、カプラーアンテナ２０４は、無線充電ユニット２００に一体にされ、一方、他の
カプラーアンテナ２０６は、容量性充電器コンポーネント２０２に一体にされる。
【００２２】
　例となる実施において、無線デバイス１０２は、無線データ伝送を送信又は受信するた
めに、ドッキングステーション１０６の平面にドッキングする。例えば、カプラーアンテ
ナ２０４及び２０６の間の近接近は、無線デバイス１０２とドッキングステーション１０
６との間の無線通信を確立する。この例では、確立された無線通信は、無線データ伝送の
送信及び受信のために利用される。例えば、それらの夫々のカプラーアンテナは、無線デ
バイス１０２とドッキングステーション１０６との間のドッキング動作の間に位置フレキ
シビリティを容易にするために、互いに垂直に位置付けられる。
【００２３】
　無線データ伝送動作の間、無線デバイス１０２は、無線充電ユニット２００と容量性充
電器コンポーネント２０２との間の電気的影響を通じて、充電電力を更に受けてよい。例
えば、容量性充電器コンポーネント２０２は、電界を発生させるよう電圧を印加される。
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この例では、発生した電界は、容量性充電器コンポーネント２０２と近接近して位置付け
られる無線充電ユニット２００への充電電力の伝送を容易にしてよい。言い換えると、無
線デバイス１０２がワイヤレス・コネクティビティ（例えば、無線データ伝送）を実行す
るようドッキングステーション１０６においてドッキングされる場合に、無線デバイス１
０２は、充電電力も受けることができる。無線充電ユニット２００と容量性充電器コンポ
ーネント２０２との垂直配置は、無線デバイス１０２の相対的な位置フレキシビリティを
可能にしてよい。無線充電ユニット２００及び容量性充電器コンポーネント２０２は、電
極と呼ばれ得る。
【００２４】
　無線充電ユニット２００及び容量性充電器コンポーネント２０２が組み込まれることに
より、無線充電信号とデータ信号との分離は、それらを個別的に処理するよう処理するた
めに必要である。実施において、カプラーアンテナ２０４と無線充電ユニット２００との
一体化は、無線充電の効率に影響を及ぼし得る付加的な不必要なキャパシタンスの量を導
入し得る。このために、追加のデカップリングキャパシタンス（図示せず。）が、高い無
線充電効率を得るよう無線充電ユニット２００及びカプラーアンテナ２０４の回路構成に
組み込まれてよい。同時に、デカップリングキャパシタンスはまた、無線データ伝送に対
する充電電力の影響（例えば、干渉）を最小限にする。
【００２５】
　引き続き図２を参照して、カプラーアンテナ２０４及び２０６は、例えば、互いと垂直
に位置付けられる個別的なマイクロストリップラインを有してよい。例えば、カプラーア
ンテナ２０４のマイクロストリップラインは、カプラーアンテナ２０６のマイクロストリ
ップラインに対して方向において垂直に位置付けられる。この例では、垂直構成は、カプ
ラーアンテナ間の高い結合効率及び位置フレキシビリティを生成するよう、重なり合った
領域を設ける。
【００２６】
　図３（ａ）は、ここで記載される、無線充電ユニット２００を組み込まれた無線デバイ
ス１０２の例となる構造を示す。他方で、図３（ｂ）は、無線充電ユニット２００及び内
蔵カプラーアンテナ２０４の上面図を示す。
【００２７】
　無線充電ユニット２００は、無線デバイス１０２の底部に位置付けられる、例えば金属
シャーシ３００のような導電性シャーシを有する。例えば、金属シャーシ３００は、無線
デバイス１０２の底部及び周囲のキーボード領域を覆ってよい。この例では、金属シャー
シ３００は、無線デバイス１０２のシステム接地（図示せず。）へ直接接続され、受動デ
バイス電極３０２として構成される。言い換えると、受動デバイス電極３０２の接地は、
システム接地を対象とし、静電気放電（ＥＳＤ；electrostatic　discharge）ノイズがア
ース接地に伝わる経路を提供する。
【００２８】
　引き続き図３（ｂ）を参照して、図３（ｂ）は、切り抜き３０４、誘電性挿入物３０６
、能動デバイス電極３０８、受動デバイス電極３０２及びカプラーアンテナ２０４ととも
に金属シャーシ３００の上面図を示す。
【００２９】
　例となる実施において、切り抜き３０４は、金属シャーシ３００の表面から除去された
、金属シャーシ３００の一部分である。例えば、切り抜き３０４は、金属シャーシ３００
の中央部分に沿って取り除かれた四角形形状、円形形状、又は長円形形状である。この例
では、誘電性挿入物３０６は、切り抜き３０４によって画定される領域を覆うよう挿入さ
れる。
【００３０】
　ここでの本実施の例として、誘電性挿入物３０６は、金属シャーシ３００の除去された
部分に機械的な強さを与えるようコンポジット材料（例えば、プラスチック材料）から作
られる。更には、誘電性挿入物３０６は、受動デバイス電極３０２として働くよう構成さ
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れる金属シャーシ３００への絶縁を与える。
【００３１】
　例となる実施において、誘電性挿入物３０６は、能動デバイス電極３０８を組み込まれ
ている。例えば、能動デバイス電極３０８は、誘電性挿入物３０６の中央部分に沿って積
層される導電性プレートである。この例では、カプラーアンテナ２０４が更に能動デバイ
ス電極３０８に一体にされる。誘電性挿入物３０６、能動デバイス電極３０８及びカプラ
ーアンテナ２０４の組み合わされた厚さ（すなわち、総厚さ）は、金属シャーシ３００の
厚さに適応する。言い換えると、無線デバイス１０２への無線充電ユニット２００の導入
は、無線デバイス１０２内の空間の利用可能性によって制限されない。
【００３２】
　図４は、無線デバイス１０２の無線充電を実施する、例となるシステム４００を表す。
【００３３】
　例となるシステム４００は、ドッキングステーション１０６及び無線デバイス１０２の
無線充電システムブロック図を示す。例えば、ドッキングステーション１０６は、送信器
４０２を有するよう構成され、一方、無線デバイス１０２は、受信器４０４を有するよう
構成される。送信器４０２は、充電電力を送電し、一方、受信器４０４は、送信器４０２
と受信器４０４との間の電気的影響を通じて充電電力を受電する。
【００３４】
　ここでの本実施の例として、送信器４０２は、能動ドッキング電極４０６、受動ドッキ
ング電極４０８、ＡＣ／ＤＣユニット４１０、インバータドライバ４１２、コントローラ
４１４、及び昇圧変圧器４１６を有する。実施において、送信器４０２は、ドッキングス
テーション１０６の容量性充電器コンポーネント２０２として扱われてよい。
【００３５】
　引き続き図４を参照して、受信器４０４は、能動デバイス電極３０８、受動デバイス電
極３０２、降圧変圧器４１８、整流器４２０、電圧レギュレータ４２２及び負荷４２４を
有する。実施において、受信器４０４は、無線デバイス１０２の無線充電ユニット２００
として扱われる。
【００３６】
　無線充電（すなわち、電力伝送動作）の間、能動ドッキング電極４０６及び能動デバイ
ス電極３０８は、等価キャパシタ（図示せず。）を形成しながら互いと近接近している。
能動ドッキング電極４０６が昇圧変圧器４１６によって高電圧又は電位を供給されるとき
、高電界が能動ドッキング電極４０６と能動デバイス電極３０８との間及びその周囲に形
成される。このために、電流は、能動ドッキング電極４０６から能動デバイス電極３０８
へ流れる。
【００３７】
　同様に、受動ドッキング電極４０８及び受動デバイス電極３０２の近接は、他の等価キ
ャパシタ（図示せず。）を形成する。等価キャパシタは、リターン電流が受動デバイス電
極３０２から受動ドッキング電極４０８へ、そして昇圧変圧器４１６へ戻るよう流れるこ
とを可能にする。
【００３８】
　ここでの本実施の例として、能動ドッキング電極４０６と能動デバイス電極３０８との
間の電気的影響は、ドッキングステーション１０６と無線デバイス１０２との間の容量性
無線充電を容易にする。
【００３９】
　例えば、送信器４０２の側では、ＡＣ／ＤＣユニット４１０は、直流（ＤＣ）出力を供
給する。次いで、インバータドライバ４１２は、交流（ＡＣ）入力を昇圧変圧器４１６へ
供給することにおいて、ＤＣ出力を変換して利用する。通常、インバータドライバ４１２
及び昇圧変圧器４１６は、高電圧高周波（ＨＶＨＦ；High　Voltage　High　Frequency）
電力発生器であり、その動作は、コントローラ４１４によって制御される。例えば、昇圧
変圧器４１６は、多量の電圧を能動ドッキング電極４０６へ供給する。この例では、コン



(10) JP 6130593 B2 2017.5.17

10

20

30

40

50

トローラ４１４は、インバータドライバ４１２によって供給されるＡＣ入力の量に加えて
、昇圧変圧器４１６によって生成される電圧の量も調整する。
【００４０】
　昇圧変圧器４１６は、より高い電位を能動ドッキング電極４０６へ供給し、一方、受動
ドッキング電極４０８は、より低い電位の対象になる（すなわち、リザーバ又は接地とし
て扱われる。）。この設定では、能動ドッキング電極４０６は、高電界を発生させ、それ
により、ドッキングステーション１０６の能動ドッキング電極４０６から無線デバイス１
０２の能動デバイス電極３０８へのエネルギの伝送を容易にする。
【００４１】
　受信器４０４の側では、降圧変圧器４１８は、能動デバイス電極３０８から誘導ＡＣ電
位を受け、このＡＣ電位の量を低下又は低減する。例えば、ＡＣ電位の低減は、負荷４２
４を充電するようにバイアシング電圧の量に従うよう実施される。この例では、整流器４
２０は、低減されたＡＣ電位をＤＣ出力に変換する。次いで、ＤＣ出力は、電圧レギュレ
ータ４２２へ供給される。電圧レギュレータ４２２は、負荷４２４へ供給される電圧の量
を制御する。例えば、電圧レギュレータ４２２は、充電ＤＣ電流を負荷４２４へ供給する
。
【００４２】
　図５は、図４におけるシステム４００の例となる等価回路５００を表す。
【００４３】
　示されるように、等価回路は、平行プレートキャパシタンスＣａａ５０２及びＣｐｐ５
０４、キャパシタンスＣｔｔ５０６、並びにキャパシタンスＣｒｒ５０８を含む。
【００４４】
　プレートキャパシタンスＣａａ５０２は、能動ドッキング電極４０６と能動デバイス電
極３０８との間のキャパシタンスを表してよい。同様に、プレートキャパシタンスＣｐｐ
５０４は、受動ドッキング電極４０８と受動デバイス電極３０２との間のキャパシタンス
を表してよい。
【００４５】
　キャパシタンスＣｔｔ５０６は、送信器側４０２にある、能動ドッキング電極４０６と
受動ドッキング電極４０８との間のキャパシタンスを表してよい。他方で、キャパシタン
スＣｒｒ５０８は、受信器側４０４にある、能動デバイス電極３０８と受動デバイス電極
３０２との間のキャパシタンスを表してよい。
【００４６】
　送信器側４０２から受信器側４０４にある負荷４２４へ最大電力を運ぶために、Ｃｔｔ
５０６は、送信器側４０２の高出力インピーダンスを示すように可能な限り小さい必要が
ある。同様に、キャパシタンスＣｒｒ５０８は、負荷への最大電力供給を可能にするよう
可能な限り小さい必要がある。
【００４７】
　受信器側４０４では、平行プレートキャパシタンスＣａａ５０２及びＣｐｐ５０４は、
充電電力伝送の間に高電界を維持するよう可能な限り高い必要がある。しかし、安定した
充電を有するために、Ｃｐｐ５０４は、Ｃａａ５０２よりもずっと大きい必要がある。本
質的に、４つのキャパシタンス（すなわち、Ｃｔｔ５０６、Ｃｒｒ５０８、Ｃａａ５０２
及びＣｐｐ５０４）の間の最適化は、無線充電システムの電力伝送効率を左右する。この
ために、能動電極４０６及び３０８の垂直配置は、それらが形成するキャパシタンス（Ｃ
ａａ５０２である。）を確かにしてよい。言い換えると、Ｃａａ５０２は、位置フレキシ
ビリティを保ちながら安定なままであることができる。
【００４８】
　図６は、カプラーアンテナ２０４及び２０６の例となる構造及び電気的特性を表す。例
えば、カプラーアンテナ２０４及び２０６は、夫々能動デバイス電極３０８及び能動ドッ
キング電極４０６と一体にされてよい。
【００４９】
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　示されるように、カプラーアンテナ２０４は、カプラーアンテナ２０６と向かい合わせ
の位置にある。言い換えると、カプラーアンテナ２０４は、カプラーアンテナ２０６の近
距離放射内に直接位置付けられる。更には、図６は、フリンジングキャパシタンス６００
、平行プレートキャパシタンス６０２、カップリングキャパシタンス６０４、マイクロス
トリップ導体６０６、マイクロストリップ導体幅６０８、カップリング距離６１０、接地
プレーン６１２、及び基板厚さ６１４を表す。
【００５０】
　ここでの本実施の例として、マイクロストリップ導体６０６は、例えば、マイクロ波回
路において一般に使用される低損失伝送路である。基板厚さ６１４を持った誘導体材料は
、マイクロストリップ導体６０６と接地プレーン６１２との間に位置付けられる。実施に
おいて、接地プレーン６１２－２は、無線充電ユニット２００の能動デバイス電極３０８
へ接続され、一方で、接地プレーン６１２－４は、容量性充電器コンポーネント２０２の
能動ドッキング電極４０６へ接続される。
【００５１】
　基板厚さ６１４－２のサイズが波長と比べて厚く、カプラーアンテナ２０４が整合され
た負荷（図示せず。）によって終端されている場合に、より小さい遠距離放射が起こり得
る。例えば、波長のサイズは、マイクロストリップ導体６０６における信号電流の周波数
によって定義される。この例では、マイクロストリップ導体６０６－２を流れる信号電流
、及び接地プレーン６１２－２（すなわち、リターン経路）を通って戻る信号電流は、互
いに極めて近くにあるように現れる。結果として、電流の相殺は、フリンジング場の距離
にわたる指数関数的減少に起因して、より小さい遠距離放射を発生させ得る。
【００５２】
　しかし、その近距離放射に関して、同じ構造は、強い近距離結合をサポートしてよい。
例えば、マイクロストリップ導体６０６－２及びマイクロストリップ導体６０６－４がド
ッキング動作の間に互いにより近づけられる場合に、カップリングキャパシタンス６０４
は、より高い値を生成する。この例では、カップリングキャパシタンス６０４は、カップ
リング距離６１０が短くなる場合に増大する。カップリングキャパシタンス６０４は、マ
イクロストリップ導体６０６どうしの間の重なり合った面積がより大きくなる場合に更に
増大する。例えば、マイクロストリップ導体幅６０８どうしの間の重なり合った面積がよ
り大きくなることは、カップリングキャパシタンス６０４を増大させる。他の例では、マ
イクロストリップ導体６０６－２からマイクロストリップ導体６０６－４へ伝送される信
号強さは、結果として得られるキャパシタンス６０４の量を調整することによって制御さ
れ得る。この調整は、遠距離において生成される放射がより少なくなるよう構成されるほ
んのわずかな隔たり及び十分なカップリングキャパシタンス６０４のために最適化してよ
い。
【００５３】
　引き続き図６を参照して、平行プレートキャパシタンス６０２は、マイクロストリップ
ラインにおける寄生キャパシタンスのための等価キャパシタンスを含んでよい。平行プレ
ートキャパシタンス６０２は、信号電流がマイクロストリップラインを流れている場合に
フリンジングキャパシタンス６００と共存する。例えば、フリンジングキャパシタンス６
００－２及び６００－４は、付勢信号電流によるカプラーアンテナ２０４の電気的特性を
表す。
【００５４】
　上述されたように、カプラーアンテナ２０４と無線充電ユニット２００との一体化は、
無線充電の効率に影響を及ぼし得る付加的な不必要なキャパシタンスの量を導入し得る。
同様に、不必要なキャパシタンスの量は、ドッキングステーション１０６で導入される。
このために、以下で更に論じられるように、追加のデカップリングキャパシタンスが、無
線デバイス１０２及びドッキングステーション１０６の回路構成に組み込まれる。例えば
、デカップリングキャパシタンスは、導入された不必要なキャパシタンスの量の影響を最
小限にする。
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【００５５】
　図７は、無線充電ユニット及びカプラーアンテナに基づく無線ドッキングコンボを表す
略図７００を示す。例えば、略図７００は、図５における等価回路５００と図６における
カプラーアンテナの例となる電気的特性との組み合わせに相当する。
【００５６】
　示されるように、送信器４０２から受信器４０４への無線充電経路は、実線によって表
される。他方で、ワイヤレス・コネクティビティの間のデータ信号のためのデータリンク
経路は、破線によって表される。
【００５７】
　更に、図７は、ポート７０２、ポート７０４、キャパシタンスＣｍ７０６、カップリン
グキャパシタンス６０４、デカップリングキャパシタ７０８、及びキャパシタンスＣｇ７
１０を示す。
【００５８】
　容量性無線充電動作の間、送信器側４０２にある能動ドッキング電極４０６は、ワイヤ
レス・コネクティビティの間に利用される振幅がミリボルト未満であるのと対照的に、数
千ボルトまで運んでよい。このために、無線充電ユニット２００とデータリンク経路との
共存は、ワイヤレス・コネクティビティの回路構成に対する干渉、そして損傷さえもたら
し得る。
【００５９】
　例えば、デカップリングキャパシタ７０８が図７の回路構成に挿入されない場合は、無
線充電エネルギの大部分は、ポート７０１及び７０４に直接投入され得る。実施において
、ポート７０２及び７０４は、例えば、Ｗｉ－Ｆｉラジオ又はモジュールの入力ポートで
ある。投入される無線充電エネルギは、例えば、Ｗｉ－Ｆｉモジュールに損傷を与えうる
。
【００６０】
　実施において、デカップリングキャパシタ７０８は、無線充電電極及びカプラーアンテ
ナの一体化による高電圧の影響を解消するために用いられる。例えば、デカップリングキ
ャパシタ７０８は、小さい値（例えば、数ｐＦ）を有し且つ高い電圧定格（例えば、５０
０ボルト）を有する。この例では、デカップリングキャパシタ７０８は、低周波充電エネ
ルギがポート７０２及び７０４に入らないようにするために（すなわち、開回路）、デー
タリンク経路の入力及び出力部分に加えられる。そのような構成では、デカップリングキ
ャパシタ７０８は、充電周波数の基本周波数のみならずその高調波周波数もブロックする
のに有効である。
【００６１】
　無線充電動作のために、カップリングキャパシタンス６０４は、通常は値が小さく、そ
のようなものとして、それは、無線充電システムへの開回路と見なされ得る。しかし、デ
ータリンク及び無線充電回路構成の共存によるキャパシタンスＣｍ７０６及びキャパシタ
ンスＣｇ７１０の導入は、無視され得ない。デカップリングキャパシタ７０８の存在は、
Ｃｍ７０６の影響を小さくする。Ｃｇ７１０の影響は、以下で更に論じられるように、ハ
ードウェア構成によって小さくされ得る。
【００６２】
　図８は、データ信号からの充電エネルギの分離を実施する、例となる試作基板の写真を
示す。例えば、試作基板は、小型同軸ケーブル８００、接地基準８０２、システム接地８
０４、チップバラン８０６、及びデカップリングキャパシタ７０８を含む。
【００６３】
　実施において、小型同軸ケーブル８００は、その内側導体を通じてデータ信号を運び、
一方で、充電電力は、その外側導体によって運ばれる。この実施では、デカップリングキ
ャパシタ７０８の対は、データ信号のための平滑な遷移を達成するよう平衡伝送路におい
て実装され得る。言い換えると、データ信号に対する充電電力による放射、漏れ、又は干
渉は、より小さくなる。
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【００６４】
　更に、ディスクリート・バランの組（例えば、チップバラン８０６）は、例えば、回路
コネクタのマイクロストリップライン出力をコプレーナ・ストリップラインに変換するた
めに使用される。この技術は、データ信号への有意な不連続性を生じさせることなしに、
システム接地８０４（すなわち、受動電極と同じ電位を運ぶ接地）からの、試作基板の左
部分にある回路の接地プレーン８０２（すなわち、能動電極と同じ電位を運ぶ電位）の分
離を可能にする。同様の機能は、図８（ｂ）に示されるように、分散回路バラン８０８に
よっても達成され得る。
【００６５】
　例えば、分散回路バラン８０８は、データ信号８１０をシステム接地８０４から分離す
る。この例では、結果として、データ信号８１０において存在する不連続性は最小限であ
る。
【００６６】
　先に論じられたように、受信器側４０４での受動デバイス電極３０２とシステムシャー
シとの結合は、充電ソリューションの容易な組み込みを可能にする。しかし、受動デバイ
ス電極３０２は、システム接地８０４に直接結合され、結果として、能動デバイス電極３
０８とシステム接地８０４との間の如何なるキャパシタンスも、受信器側４０４で自己キ
ャパシタンス（すなわち、Ｃｒｒ５０８）に加えられる。次いで、この付加的なキャパシ
タンスは、充電電力の伝送効率を下げる。
【００６７】
　付加的なキャパシタンスのこのような導入に対抗するよう、２つのデカップリングキャ
パシタ７０８は、データ信号をＷｉ－Ｆｉモジュール（図示せず。）へ結合するよう、図
８（ａ）の平衡回路において示されるように直列に位置付けられる。２つのデカップリン
グキャパシタ７０８は、例えば、充電電力がブロックされる一方で、データ信号が通過す
ることを可能にする。
【００６８】
　図７に示されるような、導入される自己キャパシタンスＣｇ７１０に関して、接地基準
８０２のための回路面積は、削減され、エアギャップは、マザーボードとシステムシャー
シ／受動電極との間で増大される。例えば、図８（ａ）に示されるように、左部分にある
接地基準８０２は、試作基板が無線デバイス１０２のシステムに組み込まれる場合に、Ｃ
ｇ７１０を低減するよう最小限にされる。
【００６９】
　図９は、ドッキング側での無線ドッキングコンボの例となるシステムレベルのブロック
図を表す。
【００７０】
　示されるように、図９は、カプラーアンテナ２０６、能動ドッキング電極４０６、デカ
ップリングキャパシタ７０８、送信器モジュール４０２、アッテネータ９００、Ｗｉ－Ｄ
ｉアダプタ９０２、及びデュプレキシングボード９０４を含む。
【００７１】
　ドッキング側では、能動ドッキング電極４０６は、同じ空間においてカプラーアンテナ
２０６と一緒に置かれる。言い換えると、容量性充電器コンポーネント２０２及びカプラ
ーアンテナ２０６は、単一のユニットを形成するよう一体にされる。この単一のユニット
において、データ信号及び充電電力は、同軸ケーブル（例えば、小型同軸ケーブル８００
）を通じてデュプレキシングボード９０４へ運ばれてよい。例えば、小型同軸ケーブル８
００の中心導体は、データ信号を運び、一方、その外側導体は、受電電力を運ぶ。
【００７２】
　実施において、アッテネータ９００及びカップリングキャパシタンス６０４は、データ
信号の強さを制御するよう構成される。例えば、アッテネータ９００は、データ信号の振
幅を制御することによってデータ信号における漏れを阻止又は制限するようデカップリン
グキャパシタ７０８と直列に加えられる。他の例では、カップリングキャパシタンス６０
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４は、強い近距離放射を得るよう制御される。そのような例では、デカップリングキャパ
シタ７０８及びアッテネータ９００は、高周波フィルタとして扱われてよい。
【００７３】
　例えば、高周波フィルタは、高周波データ信号がＷｉ－Ｄｉアダプタ９０２によって処
理されることを可能にし、一方、それは、低周波充電電力信号を送信器モジュール４０２
からブロック又は分離する。この例では、低周波充電電力信号のブロッキングは、無線ド
ッキングコンボにおける干渉を防ぐ。
【００７４】
　図１０は、デバイス側での無線ドッキングコンボの例となるシステムレベルのブロック
図を表す。
【００７５】
　示されるように、図１０は、カプラーアンテナ２０４、能動デバイス電極３０８、デカ
ップリングキャパシタ７０８、アッテネータ９００、受信器モジュール４０４、ＲＦスイ
ッチ１０００、Ｗｉ－Ｆｉモジュール１００２、ＷＬＡＮアンテナ１００４、及びデュプ
レキシング回路１００６を含む。
【００７６】
　実施において、デバイス側でのシステムレベルのブロック図は、ドッキング側のシステ
ムレベルのブロック図（すなわち、図９）と同様に動作する。例えば、カプラーアンテナ
２０４は、データ信号の受信及び送信を容易にする。この例では、Ｗｉ－Ｆｉモジュール
１００２は、このデータ信号を処理するよう構成される。
【００７７】
　実施において、デカップリングキャパシタ７０８及びアッテネータ９００は、カプラー
アンテナ２０４をＷｉ－Ｆｉモジュール１００２へ結合するために用いられる。この実施
では、デカップリングキャパシタ７０８及びアッテネータ９００は、同様に、高周波フィ
ルタとして扱われてよい。例えば、高周波フィルタは、低インピーダンス及び高インピー
ダンスを夫々データ信号及び充電電力に与える。この例では、高周波フィルタは、充電電
力がＷｉ－Ｆｉモジュール１００２の入力及び出力ポートを通じて干渉しないようにする
ことができる。
【００７８】
　実施において、ＲＦスイッチ１０００は、Ｗｉ－Ｆｉモジュール１００２からＷＬＡＮ
アンテナ１００４又はカプラーアンテナ２０４のいずれか一方への接続を切り替えるよう
加えられる。ＷＬＡＮアンテナ１００４は、インターネット接続のために用いられてよく
、一方、カプラーアンテナ２０４は、ワイヤレス・コネクティビティのために用いられて
よい。この実施では、ＷＬＡＮアンテナ１００４又はカプラーアンテナ２０４は、低周波
無線充電電力と比べて、より高い周波数の信号を用いる。
【００７９】
　引き続き図１０を参照して、能動デバイス電極３０８は、無線充電ユニット２００の部
分を形成する。他のコンポーネントは、上述されたように、受動デバイス電極３０２及び
誘電体プラスチック３０６を含む。
【００８０】
　図１１は、デバイスにおいて無線充電及びワイヤレス・コネクティビティのコンボを実
装する、例となる方法を表す。方法が記載される順序は、制限として解釈されるよう意図
されず、記載される方法ブロックはいくつでも、方法又は代替の方法を実施するよう、如
何なる順序でも組み合わされてよい。加えて、個々のブロックは、ここで記載される対象
の主旨及び適用範囲から逸脱することなしに方法から削除されてよい。更には、方法は、
本発明の適用範囲から逸脱することなしに、如何なる適切なハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、又はそれらの組み合わせにおいても実施されてよい。
【００８１】
　ブロック１１０２で、カプラーアンテナを通じてデータ信号を受信又は送信することが
実行される。実施において、カプラーアンテナ２０４は、データ信号の受信又は送信を容
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易にするために用いられる。この実施では、データ信号は、ワイヤレス・コネクティビテ
ィ動作の間にＷｉ－Ｆｉモジュール（例えば、Ｗｉ－Ｆｉモジュール１００２）によって
処理される。
【００８２】
　ブロック１００４で、無線充電ユニットを通じて無線充電電力を受けることが実行され
る。実施において、無線充電ユニット（例えば、無線充電ユニット２００）は、受動デバ
イス電極（例えば、受動デバイス電極３０２）として働くよう構成される導電性シャーシ
（例えば、金属シャーシ３００）を有する。この実施では、導電性シャーシは、デバイス
（例えば、無線デバイス１０２）の底部の平面に沿って切り抜き（例えば、切り抜き３０
４）を含む。
【００８３】
　更に、無線充電ユニット２００は、切り抜き３０４の領域を覆うよう位置付けられる誘
電性挿入物（例えば、誘電体インセット６０４）を含む。実施において、誘電性挿入物３
０６は、無線充電ユニット２００に絶縁を与える非導電性プラスチック材料から作られる
。この実施では、誘電性挿入物３０６は、切り抜き３０４の領域を覆うよう成形される。
更に、誘電性挿入物３０６は、金属シャーシ３００において機械的な強さを与えるよう実
装される。
【００８４】
　また更には、無線充電ユニット２００は、誘電性挿入物３０６に一体化される導電性プ
レートを有する。例えば、導電性プレートは、誘電性挿入物３０６に積層又は一体化され
る能動デバイス電極（例えば、能動デバイス電極３０８）として働くよう構成される。こ
の例では、能動デバイス電極３０８は、容量性無線充電プロセスの間、高電界を受けてよ
い。電界は、例えば、ドッキングステーション１０６の容量性充電器コンポーネントによ
って、生成されてよい。
【００８５】
　ブロック１００６で、データ信号を無線充電電力から分離することが実行される。実施
において、高周波フィルタ（例えば、デカップリングキャパシタ７０８及び／又はアッテ
ネータ９００）は、カプラーアンテナ２０４をＷｉ－Ｆｉモジュール１００２へ結合する
ために用いられる。この実施では、高周波フィルタは、低インピーダンス及び高インピー
ダンスを夫々データ信号及び無線充電電力に与える。言い換えると、高周波フィルタは、
データ信号がカプラーアンテナ２０４とＷｉ－Ｆｉモジュール１００２との間を通ること
を可能にし、一方で、それは、低周波無線充電電力がデータ信号と干渉することを阻止す
る。
【００８６】
　以下の例は、更なる実施形態に関係がある：
　例１は、データ信号を受信又は送信することを容易にするよう構成されるカプラーアン
テナと、前記データ信号を処理するよう構成される無線通信モジュールと、前記カプラー
アンテナを前記無線通信モジュールへ結合するフィルタユニットとを有し、前記フィルタ
ユニットは、インピーダンスを夫々前記データ信号及び充電電力へ与えるキャパシタを有
する、デバイスである。
【００８７】
　例２は、例１に記載されるデバイスであって、無線充電ユニットを更に有し、該無線充
電ユニットは、当該デバイスの底面に位置付けられ、該底面において開口を形成する切り
抜きを有し、受動デバイス電極として構成される導電性シャーシと、前記切り抜きの範囲
を覆うよう位置付けられる誘電性挿入物と、前記誘電性挿入物と一体にされ、能動デバイ
ス電極として構成される導電性プレートとを有し、前記能動デバイス電極及び前記受動デ
バイス電極は、前記充電電力の受電を容易にする、デバイスである。
【００８８】
　例３は、例１又は２に記載されるデバイスであって、前記無線通信モジュールは、Ｗｉ
－Ｆｉモジュールである、デバイスである。
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【００８９】
　例４は、例３に記載されるデバイスであって、少なくとも１つのデカップリングキャパ
シタが、前記Ｗｉ－Ｆｉモジュールの入力ポート及び出力ポートに位置付けられる、デバ
イスである。
【００９０】
　例５は、例３に記載されるデバイスであって、前記フィルタユニットは、低インピーダ
ンス及び高インピーダンスを夫々前記データ信号及び前記充電電力へ与えるデカップリン
グキャパシタを有する高周波フィルタユニットである、デバイスである。
【００９１】
　例６は、例５に記載されるデバイスであって、前記高周波フィルタユニットは、前記デ
ータ信号の振幅を制御するよう構成されるアッテネータを含み、前記データ信号の振幅は
、ワイヤレス・コネクティビティの間に前記カプラーアンテナと他のカプラーアンテナと
の間の結合キャパシタンスを調整することによって更に制御される、デバイスである。
【００９２】
　例７は、例１又は２に記載されるデバイスであって、前記充電電力の受電を容易にする
よう構成される無線充電ユニットを更に有し、前記無線充電ユニット及び前記カプラーア
ンテナは、単一のユニットを形成するよう一体にされる、デバイスである。
【００９３】
　例８は、例７に記載されるデバイスであって、前記無線充電ユニットは、前記カプラー
アンテナによって接地プレーンとして用いられる導電性プレートを含む、デバイスである
。
【００９４】
　例９は、例７に記載されるデバイスであって、前記無線充電ユニットは、システム接地
へ直接接続される導電性シャーシを含む、デバイスである。
【００９５】
　例１０は、例７に記載されるデバイスであって、前記無線充電ユニットと前記カプラー
アンテナとの一体化は、低減された回路面積を有する接地基準を含む、デバイスである。
【００９６】
　例１１は、例１又は２に記載のデバイスであって、前記フィルタユニットは、前記デー
タ信号の連続性を容易にするよう構成されるディスクリート・バランの組を含む、デバイ
スである。
【００９７】
　例１２において、例１又は２に記載されるデバイスであって、当該デバイスは、タブレ
ット、携帯電話機、及びラップトップを含むグループから選択される、デバイスである。
【００９８】
　例１３は、データ信号の受信又は送信することを容易にするよう構成されるカプラーア
ンテナと、前記データ信号を処理するよう構成される無線通信モジュールと、前記カプラ
ーアンテナを前記無線通信モジュールへ結合するフィルタユニットとを有し、前記フィル
タユニットは、前記無線通信モジュールの入力ポート及び出力ポートにおいてキャパシタ
を含み、該キャパシタは、インピーダンスを夫々前記データ信号及び充電電力へ与えるよ
う構成される、無線ドッキングコンボである。
【００９９】
　例１４は、例１３に記載される無線ドッキングコンボであって、前記無線通信モジュー
ルは、Ｗｉ－Ｆｉモジュールである、無線ドッキングコンボである。
【０１００】
　例１５は、例１３に記載される無線ドッキングコンボであって、前記充電電力の受電を
容易にするよう構成される無線充電ユニットを更に有し、前記無線充電ユニット及び前記
カプラーアンテナは、当該無線ドッキングコンボを形成するよう一体にされる、無線ドッ
キングコンボである。
【０１０１】
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　例１６は、例１３乃至１５のうちいずれか一つに記載される無線ドッキングコンボであ
って、前記無線充電ユニットは、当該無線ドッキングコンボの底面に位置付けられ、該底
面において開口を形成する切り抜きを有し、受動デバイス電極として構成される導電性シ
ャーシと、前記切り抜きの範囲を覆うよう位置付けられる誘電性挿入物と、前記誘電性挿
入物と一体にされ、能動デバイス電極として構成される導電性プレートとを有し、前記能
動デバイス電極及び前記受動デバイス電極は、前記充電電力の受電又は送電を容易にする
、無線ドッキングコンボである。
【０１０２】
　例１７は、例１３乃至１５のうちいずれか一つに記載される無線ドッキングコンボであ
って、前記無線充電ユニットは、前記カプラーアンテナによって接地プレーンとして用い
られる導電性プレートを含む、無線ドッキングコンボである。
【０１０３】
　例１８は、例１５に記載される無線ドッキングコンボであって、前記無線充電ユニット
は、システム接地へ直接接続される導電性シャーシを含む、無線ドッキングコンボである
。
【０１０４】
　例１９は、例１３乃至１５のうちいずれか一つに記載される無線ドッキングコンボであ
って、前記フィルタユニットは、前記カプラーアンテナを前記無線通信モジュールへ結合
する高周波フィルタユニットであり、該高周波フィルタユニットは、前記無線通信モジュ
ールの入力ポート及び出力ポートにデカップリングキャパシタを含み、該デカップリング
キャパシタは、低インピーダンス及び高インピーダンスを夫々前記データ信号及び前記充
電電力へ与えるよう構成される、無線ドッキングコンボである。
【０１０５】
　例２０は、例１９に記載される無線ドッキングコンボであって、前記高周波フィルタユ
ニットは、前記データ信号の強さを制御するよう構成されるアッテネータを含み、前記デ
ータ信号の強さは、ワイヤレス・コネクティビティの間に前記カプラーアンテナと他のカ
プラーアンテナとの間の結合キャパシタンスを調整することによって更に制御される、無
線ドッキングコンボである。
【０１０６】
　例２１は、例１３乃至１５のうちいずれか一つに記載される無線ドッキングコンボであ
って、前記フィルタユニットは、前記データ信号の連続性を容易にするよう構成されるデ
ィスクリート・バランの組を含む、無線ドッキングコンボである。
【０１０７】
　例２２は、例１３乃至１５のうちいずれか一つに記載される無線ドッキングコンボであ
って、当該無線ドッキングコンボは、タブレット、携帯電話機、又はラップトップのコン
ポーネントである、無線ドッキングコンボである。
【０１０８】
　例２３は、デバイスにおいて無線充電及びワイヤレス・コネクティビティのコンボを実
装する方法であって、カプラーアンテナを通じてデータ信号を受信又は送信するステップ
と、無線充電ユニットを通じて無線充電電力を受けるステップと、インピーダンスを夫々
前記データ信号及び前記無線充電電力に与えるキャパシタを用いることによって、前記デ
ータ信号を前記無線充電電力から離すステップとを有する方法である。
【０１０９】
　例２４は、例２３に記載される方法であって、前記データ信号の受信又は送信は、前記
データ信号の強さを制御するよう構成されるアッテネータを使用し、前記データ信号の強
さは、ワイヤレス・コネクティビティの間に前記カプラーアンテナと他のカプラーアンテ
ナとの間の結合キャパシタンスを調整することによって更に制御される、方法である。
【０１１０】
　例２５は、例２３又は２４に記載される方法であって、前記キャパシタは、前記データ
信号を処理するよう構成されるＷｉ－Ｆｉモジュールの入力ポート及び出力ポートに位置
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付けられる、方法である。
【０１１１】
　例２６は、例２３乃至２５のうちいずれか一つに記載される方法であって、前記データ
信号は、高周波データ信号を含み、前記無線充電電力は、低周波無線充電電力を含む、方
法である。

【図１】 【図２】



(19) JP 6130593 B2 2017.5.17

【図３（ａ）】 【図３（ｂ）】

【図４】 【図５】



(20) JP 6130593 B2 2017.5.17

【図６】 【図７】

【図８（ａ）】 【図８（ｂ）】



(21) JP 6130593 B2 2017.5.17

【図９】 【図１０】

【図１１】



(22) JP 6130593 B2 2017.5.17

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｈ０４Ｂ   1/3877   (2015.01)           Ｈ０４Ｂ    1/3877   　　　　        　　　　　

(72)発明者  シヤオ，ビン
            アメリカ合衆国　９４５８２　カリフォルニア州　サン　ラモン　ロンドン　ウェイ　５５１７
(72)発明者  カラカオグル，ウルン
            アメリカ合衆国　９２１１０　カリフォルニア州　サン　ディエゴ　リンウッド　ストリート　２
            ２１５　アパートメント　ナンバー　シー４

    審査官  木村　貴俊

(56)参考文献  特開２０１２－２５３９３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－０３６４２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１２－５３０４８１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　１／００、　１／１６－　１／１８、　３／００、　３／１８、　
              　　　　　９／３０、　９／３０５－　９／３０８、９／３１５－９／３４、　　　　　９／３
              ５－　９／３５５、　９／４０－　９／４２
              Ｈ０２Ｊ　７／００－　７／１２、　７／３４－　７／３６
              　　　　５０／００－５０／９０
              Ｈ０４Ｂ　１／３８－　１／５８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

